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0 始めに   

本稿の目的は、オロモ帝のテンス・アスペクト体系のうち、複合時制と  

呼ばれている形式を取り上げ、アスペクト的な対立軸がある点を指摘する  

ことである。オロモ帯は多くの地域で話されており、方言分類としては西  

のウォレガ方言、中央のショア方言及びアルシ方言、東のハラール方言、  

さらに南のボレナ方言などに大別される。本稿はアルシ方言およびショア  

方言のインフォーマント1を中心に調査したが、確かに形態的な違いはある  

にも関わらず、オロモ静の本質的部分として本稿で議論する対立軸‡ま複数  

の方言（ウオレガ方言やハラール方言）においても認められた。したがっ  

て本稿を単に方言レベルの特徴として位置づけるので‡まなく、オロモ市全  

体として位置づけたい。なぜなら日本籍でも形態的な方言差がいろいろあ   

●本稿のデータは1999年8月中旬から1999年10月下旬の間の約2ケ月あまりにエチ  
オピア連邦民主共和国内のアサッラ市（アルシ方言の中心的都市）内で行った調査による．  
同市内在住のオロモ詩話着である旭d鮎aAmb鮎Se氏と加山川uSbankoonlll氏を中心に  
多くの方にインフォーマントになっていただいた．感謝の意を申し上げたい．本稿で用いる  
（時間表現に関わるモデルを除く）省略記号は次のとおりである．nom：主格、a00：対格、  
gon：属格、dat：与格、hs廿：具格、loe：所格、め1：奪格、匹SS：所有代名詞、pa5S：受動、  
1：1人称、2：2人称、3：3人称、Sg：単数、pl：複数、m：男性、f：女性、〆：完了、prS：  
現在（・未来）、pSt：過去、pfv：完紆臥imp伽：非完括札またオロモ帯の正書法と音価  
との対応関係は、pb＝b’トX＝【t’I、C＝【灯】、q＝匹’】、dh＝川、j＝【郎、Cb＝叩、Sb＝∽、y＝U】と  

なる．なお本稿は平成10年～11年度科学研究費奨励研究（A）「オロモ帝の動詞構造の  
解明とコーパスのデータベース化」（課題番号10710253）による研究の成果の一部である．  

1ァサツラ市はアルシ方言の中心的都市にも関わらず、政治的・経済的理由により別の方  
言のアイデンティティを持ったインフォーマントも多くいる．例えばインフォーマントの一  
人は、祖父母が政治的理由によりショア地方からアルシ地方に強制朋に移住させられたため  
に、生まれた所も暮らした所もすべてアルシ方言地域であるにも関わらず、ショア方言話者  
というアイデンティティを持ち続けている．   
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るにも関わらず、共時レベルではその機能に本質的差がないからである。  

他言帝との首帝接触などに起因する方言レベルでの独自の発達によって、  

形態的な方言差がどんなに大きくなろうとも、オロモ民族がアイデンティ  

ティを保つのは、その基盤として、例えばここで取り上げるテンス・アス  

ペクト体系に関して、民族が時間をどう認識し、それをどう言葡化してい  

くのかという点において、方言間で本質的に違いがないからであろう。な  

おテンス・アスペクト体系の全貌を方言差も含めて明らかにすることは本  

稿の目的を越えるものであり、今後の課題である。   

1手法   

Comrie（1976）などで議論されているように、個別首帯のテンス・アス  

ペクト体系は複雑で、たとえ体系的に似ていたり、同じカテゴリーが存在  

していても実際には微妙に異なっており、個別言辞内部の言静的価値が異  

なる。系統的に同じとされる印欧静においてすらその歴史的発達の仕方は  

多様であり、おいそれと単純比較ができない。ましてや個別の動詞の語彙  

アスペクト2にまで比較検証しようとするならその多様性に圧倒されるこ  

とになる。D血l（1985）に言語類型論的な研究がある3が、表面上の形式の  

違いは浮き彫りになったとしても、個別言辞の言静的価値が明らかになっ  

ているとは到底言えない。それはこの分野の言静類型論的方法論がまだま  

だ未開拓であることを証明している。ところが金子（1995）はこの難解な  

試みに挑戦している。人間、いや民族が時間をどのように認知しているか  

を突き止めるために、動詞の語彙アスペクト別に詳細に分類し、日本萬の  

テンス・アスペクト体系を明らかにしている。それは緒言帯の時間表現の  

多様性を類型論的に比較するための基礎的な予備作業として位置づけ、日  

本帝の時間表現のパターンを記述しているのであり、個別言辞レベルでの  

時間表現のもつ構造内的な言静価値を明らかにしようとする試みである。  

なお語彙アスペクトとして20の分類がされている。これlま少なくとも日  

本帝を記述する上で必要と思われる分類基準である。   

ところで本稿はオロモ静のテンス・アスペクト体系の中で複合時制と呼  

ばれている形態にしぼってその本質を明らかにしようとする試みである。  

2ァクチオンズアルトと呼ばれてきたものと同義である．  
3オロモ帝も取り上げられている．   
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その際語彙アスペクトの違いを表すために金子（1995）の分類を用いるが、  

本稿の目的はあくまでオロモ静の複合時制の記述の域を出るものではな  

く、究極の言語類型論的研究を直接目指したものではない。ただし言帝普  

遍を求めるために認知言帝学的基準で提案されたこの帝彙アスペクトの分  

類は、個別音詩の詳細な記述をする瞭に1つの道先案内人の役割を演じて  

くれるものと思われる。確かにこの分類基準がオロモ帝という個別言辞の  

時間表現を記述する上で有効であるかどうかも未知数である。しかし表面  

的な形態上のテンス・アスペクトの体系の記述にとどまるならば、オロモ  

帯の中での時間表現のもつ構造内的な言辞価値は見えてこない。また同時  

に表面的な形態上の違いに基づいた記述から取り出された特徴を寄せ集め  

た音詩類型論的なアプローチから個別言静の記述にとって有益な結果が導  

き出されるとは思えない。以上のような理由からこの分類基準を用いて、  

オロモ静の複合時制を記述し、その本質を明らかにしたい。なお紙面の都  

合上、ここで用いる時間表現のモデルは最小限の鋭明にとどめるので詳細  

は金子（1995）を参照されたい。   

2 先行研究   

オロモ帝の記述研究は近年いくつかなされている。しかしたいてい文法  

の概略を記述することを第一の目的としているため、詳細な検証があまり  

なされていないのが現状である。中にはかなりお粗末な記述も見受けられ  

る。例えばM血saa（1993）はオロモ帯のテンス・アスペクトの形態的な  

違いを全く無視して、英静のカテゴリーを援用して無理矢理その枠の中に  

押し込めた解釈をしている。その分類によると、現在、過去、未来、現在  

完了、未来完了、過去完了、現在進行形、過去進行形、未来進行形、現在  

完了進行形、過去完了進行形が項目として立てられている。これはあくま  

で英帝の分類を援用しているに過ぎず、オロモ静の側で形態的に現在と未  

来が区別されているわけでもなく、また過去完了と言われる形態は従属節  

中の形態が過去時制になるだけであり、過去完了という形態があるのでも  

ない。もっともこれは極端な例であり、多くの研究は形態に基づいた分類  

をしている。しかしそれらの分類においても本稿で取り扱う複合時制の記  

述に目を向けるとどれも不十分と言わぎるを得ない。例えばG狐l也（1989）   
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では現在・未来形、過去形、現在完了の3分類がされているだけで、複合時  

制に関しての記述がない。またStrwmer（1987）では複合時制としてjiraが  

継続相を表す点を指摘しているものの、本稿で問題にするようなアスペク  

ト的対立に関しての言及‡ま見られない4。Gmgg（1卯6）には複合時制として  

本稿で論じる4つの形態の区別がされている。「行く（deem－uu）」という動  

詞を用いて説明すると、それは現在完了（deemeejira）、過去完了（deemee  

ture）、現在進行形（deemaajira）、過去進行形（deemaature）の4つと記述さ  

れている。ちなみに比較的定評のある同じ著者の辞書、Gragg（1982）の中  

でこの4つの複合時制がどのように使われているかを調べるために、全例  

文とその英訳を抜き出してみたところ、deem姐jimに対しては現在進行  

形、deemeejiraに対しては現在完了と過去進行形、deemaatureに対して  

は過去進行形と過去とusedto（習慣相）、decmeetureに対しては過去進行  

形と現在完了と過去と過去完了の英訳が充てられており、deemjimが現  

在進行形で一貫して表されている以外は、個々の動詞毎に異なった対訳が  

なされていることが分かった。当然対訳の英帝の側の体系の問題も考慮し  

なければならないけれども、大切な点は本稿で取り扱うアスペクト的対立  

軸に関する説明が一切なされていないことである。さらにAli＆Zaborsb  

（1990）でも、Gragg（1976）の同箇所の記述に基づいて、このdeemaajimと  

deemeejimの違いを現在継続形と現在完了と鋭明してはいるものの、それ  

以上の分析が試みられているわけではない。   

一方Tucho，ZoI℃＆Bama（1瑚）はオロモ詰の複合時制に関してテンス  

よりもアスペクトが重要である点を指摘している。  

Tbnse（Ortime－marking）doesnotplayamqiorroleinthecon－  

StruCtionofanOromoved）．（154）  

オロモ静は未完了と完了に分かれ、未完了は「進行中の活動」、完了は  

「活動が終了している」と解釈している。しかしその説明は非過去と過去  

の形態の違いに基づいてなされており、テンスとアスペクトの混同が見   

4馳00mモー（19釘）にはケニアで話されているボラナ方言などに過去を表すtu托の形態が  

複合時制として働いていない点が指耕され、一般に複合時制は北の方言で発達していると書  
かれている．しかし酉のウオレガ方言、中央のショア方言およぴアルシ方言、東のハラール  
方言において本稿で取り扱うアスペクト的対立軸に基づく複合時制があり、一部の方言で発  
達しているというよりオロモ帯全体に存在していると考える方が自然である．   
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られる。また本稿で取り救う複合時制に関しての記述では、de¢me¢mが  

deemeejimの省略形である点を指摘し、その完了の性質を「完了した活  

動を表すアスペクト」として完結相であると説明している一方で、jimが  

つく複合時制は現在継続、tu柁がつく複合時制は過去完了といった説明が  

されており、オロモ静にとってアスペクト的対立が重要である点は指摘し  

ているものの、全体として首尾一貫した説明が与えられているとは言い  

難い。   

複合時制の非完結相の存在を指摘しているのはOwens（1985）である。  

東のハラール方言を記述したものであるが、jimと血托の時間副詞との共  

起関係についての言及をはじめ、複合時制が未完了である点を指摘してい  

る。しかし今度は逆に本稿で取り扱うもう一方の対立軸である完結相に関  

しての記述がない。  

Oneofthcmostimportantpositionsoftheverbalnounsisascom－  

plementtothevefbsjiI；jiratandturwheretheyformtheincom－  

Pletivecompoundtenses．（154）  

以上見てきたように、管見のおよぶ限り、先行研究では複合時制のアス  

ペクト的対立に関して正確に取り上げられているものはない。そこで本稿  

ではdeemaajimとdeemeejiraという複合時制として解釈されている2つ  

の形態を対象にし、オロモ静にとってそれがアスペクトの対立に基づいて  

いることを明確に指し示すと同時に、詳細な語彙アスペクト毎の分類に  

従って、どちらの形態がより好まれるか（有標か無標か）について論ずる。   

3 テンス・アスペクト体系概観   

オロモ静の単純時制は形態的には非過去と過去の2つである。つまり非  

過去である形態は現在でも未来でも使うことができ、過去の形態と対立し  

ている。さらにそれにアスペクトの（あるいはモダリティー的な）要素が  

加わることで、いろいろな形態が発達しているものと見なすことができる。  

再び「行く（deem一両）」という動詞を使って3人称単数男性の形態で説明す  

ると、今回の調査で確かめられた形態lまdecmuufta，a、hindeema、decma、  

deemuu月、deemuufjira、decmaaJlra、deemecm、deemeeJlra、deemaature、   
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deemee餌代㍉deemeの11である5。これらの形態が時間指示の副詞とど  

のように共起できるかを調査したところ、仮に「昨日（bleessa）」、「今朝  

（ganama）」、「今（弧Ima）」、「後で（hx山a）」、「明日（b巾）」の5つの副  

詞を例に取り、基準時間を「今日の午後」とするならば、deemu正也，aと  

hindeemaは「明日（遠い未来）」、decmaとdeemuu丘は「今と後で（近い  

未来）と明日」、deemuufjiraは「後で（近い未来）」、deemaajiraは「今」、  

deemecraは「昨日と今朝と今」、deemecjiraはT昨日と今朝」、deemaature  

とdeemeetureは「昨日と今朝」、deemeは「昨日」と共起することが判明  

した。表にまとめると次のようになる。  

deem－uu  

decmuufta’a  

hin deema 

deema  

deemuu允  

dccmuurjira  

deemaaJlra  

deemeera  

deemeejira 

deemaa ture 

deemeeture   

deeme  

b
O
m
0
0
0
0
×
×
×
×
×
×
×
 
 
 

X
X
。
。
×
。
。
×
×
×
×
 
 

×
 
×
 
0
0
0
 
×
 
×
 
×
 
×
 
×
 
×
 
 

×
 
×
 
×
 
×
 
×
 
×
 
0
0
0
0
 
×
 
 

deemが現在・未来形で、deemより表の上の形態は未来形を表すもの  

と思われる。もっとも単純に未来時制というのではなく、モダリティーの  

要素が加わっていると考える方が自然であろう。deemaとdeemuufの違い  

もモダリティーに起因すると思われる。さて問題の複合時制であるが、時  

間指示の副詞との共起関係だけでは、deemeejiraもdecmaattmもdeemee  

血相もいずれも同じとなり、そのアスペクト的な振る舞いについて不明瞭  

なままである。ただし注目すべきはdeemeeraとdcemeejiraでは共起でき  

る副詞に差がある点である。deemeemに関しては現在完了という解釈が   

5今回中央方言であるショア方青およぴアルシ方青のインフォーマントによって確かめら  

れた形態である．方言差はかなり大きいことが予想されるので一般化することはできない．   



108  一般書語学論叢弟2号（1999）  

一般にされている。さらにGragg（1976）などにあるように、deemeejira＞  

deemeemのような歴史的音変化として説明がされている。しかしこの2  

つの形態は時間副詞の共起において異なっており、少なくとも共時的に機  

能的な違いに基づいて共存しているのである。   

さて本稿ではdeemaajiraが現在の非完結相、deemecjiraが現在の完態  

相と解釈する。つまり複合時制に関して動作が完結していない場合にはす  

ぺてdeemaajimとなり、一方動作が完抵している場合にはdeemeejiraと  

なるというのが大原則である。同様に過去の場合も、非完結相がdeemaa  

tureとなり、完結相がdeemeetureとなる。例えばbeek－uu（知る）という  

動詞を例に複合時制を作ってみると次のようになる。   

（1）a．Inmi balaatrafikaabeek－ee jir－a．  

彼－nOm交通事故－aCC知る－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼は（その）交通事故を知っている。」  

b・＊Ⅰmi balaatra負kaabeek－aa Jlトa  6  

彼－nOm交通事故－aCC知る－impfvjirL3sg．m．prs  

「＊彼は（その）交通事故を知りつつある。」  

つまり「知る」という動詞の語彙アスペクトとの関係で、この場合複合  

時制は完結相の形態でしか使えないことがわかる。またはwd鮎ik－uu（離  

婚する）7という動詞でも次のようになる。   

（2）a．Nu  wd鮎ik－neeJlrイa  

我々－nOm離婚する－pfvjirLIpl．prs  

「我々は離婚している。」   

6オロモ語の名詞組組ま、対格が無様の基本形となり、他の格には何らかの格標示がある．  
つまり主格には有擦の標識がつく．その他属格、与格、具格、場所梅、奪格がある（nama  
「人」：n釦m凪（base血∝）、nmi（nom）、n孔m8a（gen）、nama薗（d加）、namaadin（in叫、nam色相  

（lo¢）、n姉1山丁姐（血1））．またji用は本来現在・未来形であるにも関わらず、本稿では現在を  
表すprsという省略形をつけているのは、この複合時制の場合、未来を表す可能性がないた  
めである．   

7w山が「一緒」という意味なので∴通常複数で使われる．ただしインフォーマントによ  
ると単数でも可能である．   



一般言辞学論叢第2号（1999）  109  

b．Nu  walhiik－aa jirLra  

我々－nOm離婚する－impfvjir－1pl．prs  

「我々は離婚している最中である。」  

C．Nu  walhiik－neerra  

我々－nOm離婚する－1pl．prspf．  

「我々は離婚している。」  

つまり、離婚が成立しているのは完結相か現在完了であり、非完結相の  

形態は離婚が成立している場合には使えない。あえてわかりやすく説明す  

ると非完結相が使える状況は、「現在法廷などで離婚調停の最中である」  

という意味の特殊な場合だけである。一方（a．）と（C．）の違いは、前者が離  

婚歴があるという解釈が可能であるのに対して、後者は今も離婚している  

場合に限られる。   

オロモ静の複合時制のこのアスペクト的対立は一貫して見られるもので  

ある。同時に動詞の語彙アスペクトによって無標の複合時制と有標の複合  

時制があることを想像するのは難しくない。つまり簡単に言ってしまえば、  

瞬間相の詩彙アスペクトをもつ動詞では完結相が使われやすく、逆に継続  

相の語彙アスペクトをもつ動詞では非完結相が使われやすいのではないか  

ということである。果たして本当にそのように説明できるのであろうか。  

そこでこの対立が、きめ細かな語彙アスペクト分類に基づいて、どのよう  

な有標・無標の違いを見せるかについて次章以降で議論することとする。   

4 語彙アスペクトの分類基準   

この事では動詞の静彙アスペクト毎にこれらの複合時制の表す内的構造  

について詳細に吟味するためのモデルについて簡単に説明する。Comde  

（1976）では一般的なアスペクトの分類として、まず完結相と非完結相に分  

かれ、非完結相は習慣相と継続相に分かれ、さらに継続相は非進行相と進  

行相に分かれるとされている。しかしそのような分類基準では形態上の  

違いに基づいた諸言辞のテンス・アスペクト体系を記述することはできて  

も、個別の動詞の語彙アスペクトの違いによるアスペクト形態素の有標・  

無標の記述までは手に負えない。そこでもっときめ細かな分類が必要にな   
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る。ここでは日本籍の動詞の話彙アスペクトにおいて金子（1995）が提案  

した20の籍彙アスペクトのタイプを援用してオロモ静のアスペクト対立  

について議論することにする。   

動詞の語彙アスペクトは前状況、表示状況、後状況の三状況連鎖で規定  

される。  

前状況【前枠】表示状況【後枠】後状況  

前状況は表示状況の前提を、後状況はその結果や含意を表示  

する。表示状況の前後に位置する枠は、それぞれ前状況と後  

状況との境を作り、開いていたり閉じていたりする。粋が開  

いているとは、その時間帯が表示状況に属していないことを、  

またそれが閉じているとは、枠の時間帯が表示状況に属して  

いることをいう。（139）  

表示状況は基本的に状態性、継続性、瞬間性の三つの類型を持つ。それ  

ぞれは前状況や後状況との関係で開いているのか、それとも閉じているの  

かという点で分類される。また動詞が行為性（狐t）8、結果性（柁S）9、漸次性  

（伊）10、効果性（e呵11などのチェック項目に従って細分化される。そのよう  

な操作の結果、提案されたのが以下の20の分類である。この分類に基づ  

いてオロモ静の動詞の複合時制のアスペクト的な振る舞いについて次章か  

ら順次検証していくこととする。   

状態相   

＊＊Ⅴ（dur）＊＊：ある、できる   

＊＃Ⅴ（dur）が：含む   

＊Ⅴ（dllr）＊：ある   

状態継続相   

＊Ⅴ（duり＃：感じる   

＊Ⅴ（dur（誠り）＃：信じる  

8表示状況が行動的な過程を表す．  
9後状況で蘇果の状態を表す．  
10表示状況が漸次的な過程を表す．  
11後状況に行動の効果の残存を表す．   
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継続朋   

＃V（duり＃：鳴る、雨が降る   

＃Ⅴ（dur（試り）＃：走る   

＃Ⅴ（dur（acり）撫麒：書く   

＃Ⅴ（dur）＊托S：散る、溶ける   

＃Ⅴ（dur（誠t））＊res：着る   

＃Ⅴ（dw卸珂）＊e仔：脱ぐ、植える   

＃Ⅴ（dur（gり）＊托S：沈む、太る   

＃Ⅴ（d叫知都t））＊柁S：近づく、登る   

＃Ⅴ（dur（許誠り）＊eぽ：集める、変える   

瞬間相   

＃Ⅴ（min）＃：会う   

＃V（min（誠り）＃：訪れる、打つ   

＃V（min（貼り）＃eぼ：破る、落とす   

＃Ⅴ（min）＊陀S：混じる、始まる   

＃V（min（act））＊陀S：借りる   

＃Ⅴ（血n（act））＊eぽ：届ける、折る、拾う12   

5 語彙アスペクト別の複合時制の有棲・無棲  

状態相   

＝Ⅴ（血ー）＝（状態相）  

「あるOiト叫）」「できる（血n血’一uu）」   

12記号の読みは以下の通りである．また動詞の例は5章以降で取り上げるオロモ帝の動詞  
と対応している．   

椚L状況Vは左に閉じている   

●Ⅴ‥状況Ⅴは左に開いている   

…Ⅴ＃状況Ⅴは右に閉じている  

．．．Ⅴ●状況Ⅴは右に開いている   
Ⅴ（d叫表示状況Ⅴは持続的である   

Ⅴ（min）表示状況Ⅴは瞬間的である   

Ⅴ（d叫誠t））表示状況Ⅴは持続的かつ行為的である   

Ⅴ（d叫騨））表示状況Ⅴは持続的かつ漸次的である   

托S表示状況Ⅴの括果を表示する状況   

d一義示状況Ⅴの効果を表示する状況   
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このタイプの動詞は、恒其的で非時間的な表示状況を示すもので、「犬  

は動物である」のような文である。オロモ静の「あるOiトuu）」は複合時  

制が文法的に不可能である。またこのような文は通常はコピュラのdhaを  

使って表現し、「あるOi＝血）」は使わない。  

（3）a．Saree－nbineensa dha  

犬－mm動物－3sg．m00pula  

「犬は動物である。」  

b．＊Saree－nbineensaJlr－a  

犬－nOm動物－3sgjirL3sg．m．prs  

「犬は動物である。」  

C．＊Saree－nbineensaJllLaaJlトa  

d．＊Sa托e－nbin∝nSaJlト既Jlトa   

一方「できる（血血，－00）」の場合はインフォーマントによると完結相が  

可能ら・しい。また非完結相は「少しずつ（SuutaSuu叫）」のような漸次的表  

現があると可能だが、一般に不可能である。ところでこの文の意味をよく  

吟味すると恒其的な「能力や性能が一般に備わっている状態」というより、  

「テストで答案ができている」のような結果性の瞬間相と解釈するのが適  

切である。同様の例Iま「準備ができる」などである。したがって結局この  

タイプの状態相の動詞は一般に複合時制を作ることができないといえる。   

（4）a．Ⅰmi afaaLnOrOmO danda’－a．  

彼一nOmオロモ静－a∝できる－3sg．m．prs  

「彼はオロモ静ができる。」  

b．＊Ⅰmi afaBLnOrOmO danda’一aa Jlr－a  

彼－nOmオロモ静－aCCできる－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼はオロモ帝ができる途中である。」  

C．Ⅰmi afaanoromo danda’－eeJlr・a  

彼－nOmオロモ帝－aCCできる一pfvjir－3sg．m．prs  

「彼はオロモ帝ができてしまっている。」   
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d・Ⅰmi cirec qophees－uu danda，－eeJlr・a   13  

彼－nOm朝食－aCC準備する－infできる－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼は朝食の準備ができている。」  

＊＃Ⅴ（血ー）桝（部分状態相）  

「含む（Ofkeess姐qa♭u叫」14   

このタイプの動詞は、表示状況からある部分状況を切り取って状態の持  

続を表す。「含む（Ofkeess迫qab－u巾」の複合時制は、非完結相も完結相も  

どちらも不可能である。したがってこのタイプの部分状態相の動詞は複合  

時制を作ることができない。   

（5）a．Burtukaan－nivitamini ofkecssaaqab－a  

みかん－nOmビタミンーaCC含む－3sg．m．prs  

「みかんはどタミンを含む。」  

b．＊BurtukaBLn－mivitamini oflkeessaaqab－aajir－a  

みかん－nOm ビタミンーaCC含む－impfv jir－3sg．m．prs  

「みかんはどタミンを含みつつある。」  

C．＊Burtukaan－nivitamimi  ofkecssaaqab－eCjir－a  

みかん－nOm ビタミンーaCC含む一pfv  jirL3sg．m．prs  

「みかんはどタミンを含んでしまっている。」  

■Ⅴ（血ー）■（左右開存在相）  

「ある、いるOiトuu）」  

「ある、いるOiトuu）」は文法的に複合時制を作ることができない。し  

たがってこのタイプの状態相の動詞は複合時制を作ることができない。   

（6）乱：Kit胡b通jiトa  

本－mm ある一3sg．m．prs  

「本がある。」  

13日本帯訳は完結楯と非完結相のニュアンスを出すことを念弓削こせいている．なかには日  
本欝として不自然な表現もある．または日本帝訳のせいで別の意味が付加されてしまう場合  
もある．  

140rは「自身」、kee∬姐は「中に」、qab－uuは「持つ」の意．   
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h＊Kitaab・nijirLaaJlr－a  

¢．＊Kit舶b血jiト∝Jlトa  

以上より、状態相の動詞はいずれも非完結相、完結相とも複合時制を作  

ることができない。   

状態継続相   

■Ⅴ（血ー）＃（左開右閉状態継続相）  

「感じる（曲弧ga’am－uu）」  

「感じる（曲独占a，am－uu）」の非完結相は「少しずつ（Su山asuuta）」のよ  

うな漸次的表現を使って言えないこともないが、一般には不可能である。  

また完結相も不可能である。したがってこのタイプの状態継俄相の動詞は  

複合時制を作ることができない。  

P）a．qoトd m畑 dぬnga’肌l－a  

寒さ－mm私－1∝感じる－3sg皿．prS  

「私は寒く感じる。」  

b．＊Qor－ri natti dhanga’am－aajir－a  

寒さ－nOm私－10C感じる－impfvjiト3sg．m．prs  

「私は寒く感じつつある。」  

C．■Qoトd m鵬 dbmga’弧一eejiトa  

寒さ－nOm私－10C感じる－pfv jil13sg．m．prs  

「私は寒く感じてしまっている。」   

●Ⅴ（d耶（8叫）＃（左開右閉行為性状態継続相）   

「信じる（am純一uu）」  

「信じる（肌l肌一山）」の非完結相は不可能である。一方完治相は「現時  

点で改宗して、例えばイスラム教を信じている」ことが含意されていると  

いう解釈ならば可能である。   

（8）a．Ⅰmi amantaakuristaBLnaBLnaman－a  

彼一脚mキリスト教－a∝  信じる－3sg．m．prs  

「彼はキリスト教を信じる。」   
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b．＊Ⅰmi amantaakurist狙Ila2Lnaman－aa jir－a  

彼一nOmキリスト教－aCC  信じる－impfvjir－3sg．m．prs  

「私はキリスト教を信じつつある。」  

C．Inni amantaakurista2Lna2Lnaman－ee Jlr・a  

彼－nOmキリスト教－aCC  信じる－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼‡まキリスト教を信じ終わっている。」  

上記のような特殊な例でなくても、非完結相は「少しずつ（SuぬSuu也）」  

のような漸次的表現と共起すると若干言えるかもしれないが、一般に不可  

能である。一方完結相は可能で、その場合「彼を今は信じていない」こと  

が含意されることになる。したがってこのタイプの状態継続相の動詞の複  

合時制は非完結相が不可能なのに対して、完結相は条件付きで可能な場合  

があるといえる。   

（9）a．Inmi isii  aman－a  

彼－nOm彼女－a∝信じる－3sg．m．prs  

「彼は彼女を信じる。」  

b．？Imiisii  suutasuutaaman－aa jir・a  

彼－nOm彼女－aCC少しずつ 信じる一impfvjir・3sg．m．prs  

「彼は彼女を少しずつ信じつつある。」  

C．＊In血isii  むn弧一組  jiトa  

彼－nOm彼女－aCC信じる－impfvjir－3sg．m．prs  

「私は彼を信じつつある。」  

d．Inniisii  aman－ee Jlr－a  

彼－nOm彼女一aCC信じる－pfvjir－3sg，m．prS  

「私は彼を信じ終わっている。」  

以上より、状態継続相の動詞の非完結相は一般に不可能であるのに対し  

て、完結相は、行為性のある動詞に限り、条件付きで可能となる場合があ  

るといえる。   
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継続相   

＃Ⅴ（血ー）＃（左右閉継続相）  

「鳴る（脚1is－uu）」  

「鳴る（qillis－uu）」の非完結相は可能である。一方完結相は後状況にお  

いて痕跡がない（結果性も効果性もない）ので不可能となる。   

（10）a．Bilbil－i qillis－a  

電話tnom喝る－3sg．m．p托S  

「電話が鳴る。」  

b．Bilbil－i qillis－aa Jlr－a  

電話－nOm鳴る－impfvjirL3sg．m．prs  

「電話が鳴っている。」  

C．＊Bilbil－iqillis－eeJlr－a  

電話－nOm鳴る－pfvjir－3sg．m．prs  

「電話が鳴り終わっている。」  

また「雨が降る（mb－uu）」でも非完結相が可能であるのに対して、完結  

相の方は、例えば「地面が濡れている」という状況でも、因果関係が明瞭  

でないために、一般に不可能である。したがってこのタイプの継続相の動  

詞は複合時制は非完結相が可能なのに対して、完結相は後状況に何もない  

ので一般に不可能であるといえる。   

（11）a．Rob－a  

雨が降る－3sg．m．prs  

「雨が降る。」  

b．Amarob－aa  jir－a  

今 雨が降る一impfvjir－3sg．m．prs  

「今雨が降っている。」  

C．＊Ro♭∝  jiトa  

雨が降る－pfvjir－3sg．m．prs  

「雨が降り終わっている。」   
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＃Ⅴ（血ー（8Ct））＃（左右閉行為性継続相）  

「走る（負g－uu）」  

「走る（触－uu）」の非完結相は可能である。一方完結相は、例えば何ら  

かの痕跡（例えば「汗をかいている」）があれば多少言えるかもしれない  

が、一般に結果性がないので不可能である。したがってこのタイプの継続  

相の動詞は複合時制は非完結相が可能なのに対して、完結相は一般に不可  

能であるといえる。   

（12）a．In血 危㌢a  

彼－nOm走る－3sg．m．prs  

「彼は走る。」  

b．Inmi 丘g－aa jir－a  

彼－nOm走る－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼は走っている。」  

C．＊Imi丘g一∝ Jlトa  

彼－nOm走る一pfvjirL3sg．m．prs  

「彼Ⅰま走ってしまっている。」  

＃Ⅴ（d町（a亡り）触ぼ（左右閉行為性効果性継続相）   

「書く（ba汀eSS－uu）」   

「書く（bamss－uu）」は非完結相および完結相とも可能であるが、継続  

相の動詞のためか、インフォーマントによると非完結相の方が使われやす  

い。なお日本籍の「手紙が書いてある」のような表現はオロモ帯ではでき  

ない。「手紙」に主題を移すには受動態にすればよいが、その場合完結榔ま  

可能であるけれども、今度は非完結相が不可能となる。非完結相では「動  

作主が書いている」という行為の方に話題の中心があるのに対して、受動  

態では「書かれた対象である手紙」が主題であるからである。したがって  

このタイプの継続相の動詞の複合時制は非完結相および完結相とも可能で  

あるが、非完結相の方が使われやすい。なお継続相なのに完結相が使える  

のは「効果性」による。   
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（13）a．Ind x出払ya ba汀eSS－a  

彼－nOm手紙－a∝書く－3sg．m．prs  

「彼は手紙を書く。」  

b．1mi xalaaya barress－aaJlr－a  

彼－nOm手紙－aCC書く－impfvjilL3sg．m．prs  

「彼は手紙を書いている。」  

C．In血 x山姐ya ba汀eSS－eeJ肝a  

彼－nOm手紙－aCC書く－pfv jir－3sg．m．prs  

「彼は手紙を書いてしまっている。」  

d．Xalaaya－n（isaatiin） barrefflam－eejir－a  

手取－nOm（彼－instr）書く－paSS－pfvjir－3sg．m．prs  

「手紙は（彼によって）書かれてしまっている。」  

e．＊Xalaaya－n（isaatiin） baJTe仔－am－aBL jir－a  

手紙－nOm（彼－instr）書く－paSS－impfvjir－3sg．m．prs  

「手紙は（彼によって）善かれつつある。」  

＃Ⅴ（血ー）＊res（左閉右開結果性継続相）  

「散る（hr制－uu）」「溶ける（baq－uu）」  

「散る（ぬrca鮎－uu）」は非完結相および完結相とも可能である。ただし  

継続相の動詞のためか、インフォーマントによると非完結相の方が使われ  

やすい。   

（14）a．Bubb¢－nilillii－n ha爪冶鮎－a  

風－instr 花－nOm散る－3sg．m．prs  

「風で花は散る。」  

b．Bub玩是－nilillii－n har弧一組Jlトa  

風－instr 花－nOm散る－impfvjir・3sg．m．prs  

「風で花が散っている。」   
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C．Bub玩㌍－nilillii－n ha代：a郎－∝J山トa  

風－instr 花－nOm散る－pfv jirL3sg．m．prs  

「風で花が散ってしまっている。」   

同様に「溶ける（baq叫u）」は非完結相および完結相とも可能である。や  

はりインフォーマントによると非完結相の方が使われやすい。したがって  

このタイプの継続相の動詞の複合時制は非完結相および完結相とも可能で  

あるが、非完結相の方が使われやすい。なお継続相なのに完結相が使える  

のは「結果性」による。   

（15）a．baradaa－nmi baq－a  

氷－nOm fbcus掛ナる－3sg．m．prs  

「氷が溶ける。」  

b．bぬ－mb叶姐  jiトa  

氷－nOm 溶ける－impfvjir－3sg．m．prs  

「氷が溶けている。」  

C．baradaa－nbaq－eC Jlr・a  

氷－nOm 溶ける－Pfvjir－3sg．m．prs  

「氷が溶けてしまっている。」  

＃Ⅴ（ihr（8叫）■r塔（左閉右開行為性結果性継続相）   

「着る（u肋ch－uu）」  

「着る（血ch－叩）」は非完結相および完結相とも可能である。ただし継  

続相の動詞のためか、非完結相の方が使われやすい。ところでオロモ静の  

複合時制は、日本帝の場合のように一つの形態で非完結相と完結相の両  

方を表すような両義性はなく、非完結相と完結相の形態上の区別があるた  

め、どちらも明示的に表せる。逆に完結相を示すための「すでに」や「も  

う」に相当する時間副詞が存在しないようである。したがってこのタイプ  

の継綬相の動詞の複合時制は非完結相および完結相とも可能であるが、非  

完結相の方が使われやすい。なお継続相なのに完結相が使えるのは「結果  

性」による。   
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（16）乱Ani u飴払tn uぬ血－a  

私－nOm服－a∝－1sg着る一1sg．prs  

「私は服を着る。」  

b．A山 u飽也曲cb一組－n Jlトa  

私一nOm服－aCC着る－impfv－lsgjir－1sg．prs  

「私は服を着ている。」  

c・Ami u飽ta uffadh－ee－nJlrLa 15  

私－nOm服－aCC着る－pfv－1sgjir－1sg．prs  

「私は服を着てしまっている。」  

＃Ⅴ（血ー（8Ct））■eぼ（左閉右開行為性効果性継続相）  

「脱ぐ（baぬchtuu）」「植える（曲ぬトuu）」  

「脱ぐ（ba血ch－uu）」Iま非完結相および完結相とも可能である。ただし  

継続相の動詞のせいか、非完結相の方が使われやすい。なお「服が脱いで  

ある」のような表現はオロモ帝に存在しない。一方受動態により主題を  

「服」にすると、完結相は可能だが、非完結相は不可能である。非完結相  

では「動作主が脱いでいる」という行為の方に話題の中心があるのに対し  

て、受動態では「脱いだ対象である服」が主題であるからである。   

（17）a．Ani ufFhta－n baafhdh－a  

私一nOm服－aCC－lsg脱ぐ－1sg．prs  

「私は服を脱ぐ。」  

b．A山 地也b狙払ch一鮎トn Jlトa  

私－nOm服－aCC脱ぐ－impfv－1sgjir・1sg．prs  

「私は服を脱いでいる。」  

C．Anl ufFata baafadh－ee－nJlr－a  

私－nOm服－a∝脱ぐ－p和一1sgjiト1sg．prs  

「私は服を脱いでしまっている。」  

151人称単数と3人称単数の動詞の人称語尾は同じのため、区別するため1人称単数には  
直前の単番の語末に－nがつく．   
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d．UfFh－mikmibaafat－am－eeJlr－a  

服－nOmこの脱ぐ－paSS－Pfvjiト3sg．m．prs  

「この服が脱がれている。」  

e．＊U餓1nづ鵬kunibaafat－am－aa JlrLa  

服－nOm この脱ぐ－PaSS－impfvjirL3sg．m．prs  

「この脱が脱がれつつある。」   

同様に「植える（曲ねトuu）」も非完結相および完結相とも可能である。  

やはり非完結相の方が使われやすい。したがってこのタイプの継続相の動  

詞の複合時制は非完結相および完結相とも可能であるが、非完結相の方が  

使われやすい。なお継続相なのに完結相が使えるのは「効果性」による。   

（18）a．Ⅰmi biqiltuundhaab－a  

彼－nOm木－a∝ 植える－3sg．prs  

「彼は木を植える。」  

b．Imi biqiltuundhaab－aa jiトa  

彼－mm木一拡C 二植える－imf血jiト3sg．prs  

「彼は木を構えている。」  

C．Inni biqilttrundhaab－eCJlr－a  

彼－nOm木－aCC 植える－pfvjirL3sg．prs  

「彼は木を構えてしまっている。」  

＃Ⅴ（血ー（gr））●res（左閉右開漸次性結果性継続相）   

「沈む（bish狙nlix一00）」1り太る（地h－uu）」   

「沈む（bishaanlix－uu）」は非完結相および完結相とも可能である。ただ  

し継続相であるにもかかわらず、今度は完結相の方が使われやすい。   

（19）乱∴Holaa－mbish迫Illix－a  

船－mm沈む－35g皿prS  

「船が沈む。」  

16bisbaanは「水に」1il－uuは「入る」の意．   
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b．Holaa－nbishaBLnlix－aaJlr－a  

船一nOm沈む－impfY jir－3sg．m．prs  

「船が沈んでいる。」  

C．Holaa－nbishaBLnlix－eCJlr－a  

船一nOm沈む－pfv jir・3sg．m．prs  

「船が沈んでしまっている。」   

また「太る（旭h－uu）」では完結相は可能であるのに対して、非完結  

相は「少しずつ（SuutaSuub）」のような漸次的表現が共起することで自然  

な表現となる。この場合も完結相の方が使われやすい。これは非完結相を  

表すためには漸次的表現の副詞を必要としていることを示している。なお  

「沈む（bish狙nlix－uu）」に比べて、非完結相の許容度が落ちている。さら  

にインフォーマントによると過去の非完結相はあり得ない。したがってこ  

のタイプの継続相の動詞の複合時制は完結相は可能であるが、非完結相は  

漸次的表現の副詞を要求するといえる。   

（20）a．Isiin  mi furdat－ti  

彼女－nOmfbcus太る－3sg．f．prs  

「彼女は太る。」  

b．lsiin suutasuutafurdat－aa jir一也  

彼女－nOm少しずつ 太る－impfvjir－3sg．f．prs  

「彼女は少しずつ太っている。」  

C．Isiin  furdat－teejir－ti  

彼女－nOm太る－pfvjir－3sg．f．prs  

「彼女は太ってしまっている。」  

d．＊Isiim furdat－aa tuト捷  

彼女－nOm太る－impfvtur－3sg．f．pst  

「彼女は太りつつあった。」   

＃Ⅴ（dur（gnact））●res（左閉右開漸次性行為性結果性継続相）   

「近づく（d鮎，誠h－uu）」「登る（bah－uu）」   
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「近づく（血i，誠h－uu）」は非完結相および完結相とも可能であるが、完  

結相の方が使われやすい。ただし非完結相の場合、漸次的表現の副詞があ  

る方が自然である。なお過去の非完結相は一般に不可能である。   

（21）a．Inni Thaddassa－tti dhi’at－a  

彼－nOmタ一夕ッサー10C近づく－3sg．m．prs  

「彼はターダッサに近づく。」  

b．Inni Thaddassa－tti dhi’at－aa jir－a  

彼－nOmターダッサーloc近づく－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼‡まターダッサに近づいている。」  

C．Inni Thaddassa－tti dhi’at－ee JllLa  

彼－nOmターダッサーloc近づく－pfvjirL3sg．m．prs  

「彼はタータッサに近づいてしまっている。」  

d．＊Itmi Thaddassa－tti dhi’at－aa tur－e  

彼－nOmターグッサー10C近づく－pfvtur－3sg．m．pst  

「彼はタ一夕ッサに近づいていた。」   

同様に「登る（b血－uu）」でも非完結相および完結相とも可能である。た  

だし完結相の方が使われやすい。なお過去の非完結相は可能なようである。  

「近づく（（mi，誠b－uu）」に比べて、行為性が強いという判断をインフォーマ  

ントがして、非完結相の許容度が上がったものと思われる。したがってこ  

のタイプの継続相の動詞の複合時制は完結相および非完結相とも可能であ  

るが、完結相の方が使われやすい。   

（22）a．In血 gaamCildoo bah－a  

彼一nOmチラロー山一aCC登る－3sg．m．prs  

「彼はチラロー山に登る。」  

b．Inni gaaraCilal00 bah－aa Jlr－a  

彼－nOmチラロー山－aCC登る一impfvjirL3sg．m．prs  

「彼はチラロー山に登っている。」   
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C．In山 g姐mCildoo b血－¢eJlトa  

彼－nOmチラロー山一aCC登る－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼はチラロー山に登ってしまっている。」  

d．Ⅰmi gaaraCilal00 bal1－aa tur－e  

彼－nOmチラロー山－aCC登る－impfvtur－3sg．m．pst  

「彼はチラロー山に登っていた。」   

＃Ⅴ（血ー（gI18Ct））＊eⅣ（左閉右開漸次性行為性効果性継続相）  

「集める（W山地qab一山）」17「変える兢帥Ⅷ）」  

「集める（walitdqab－uu）」は非完結相および完結相とも可能である。た  

だし完結相の方が使われやすい。また過去の非完結相も可能である。「手  

紙が集めてある」のような表現はオロモ静に存在しない。「手紙」を主題  

にするために受動態にすると、完結相lま可能だが、非完結相は使いにく  

い。非完結相では「動作主が集めている」という行為の方に話層の中心が  

あるのに対して、受動態では「集めた対象である手紙」が主題であるから  

である。   

（23）a．Imi xalaaya walittiqab－a  

彼－nOm手紙－a∝集める－3sg．m．prs  

「彼は手紙を集める。」  

b．In血 xd姐ya Wdittiqaト狙jiトa  

彼－nOm手紙－aCC集める－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼は手紙を集めている。」  

C．Ⅰmi xalaaya walittiqab－eejir－a  

彼－nOm手取－a∝集める－p餌 jiト3sg．m．prs  

「私は手紙を集めてしまっている。」  

d．Ⅰmi xalaaya walittiqab－aatur－e  

彼一nOm手紙－aa集める－impfvtur－3sg．m．pst  

「私は手紙を集めていた。」  

l了w鵬出は「一き割こ」、甲レ肌は「持つ」の意．   



125  一般書詩学論叢第2号（1999）  

e．Xalaaya－aWalittiqab－am－eeJlr－a  

手統一nOm集める－paSS－pfv jiト3sg．m．prs  

「手紙が集められている。」  

f．？Xalaaya－aWalittiqab－am－aaJlr・a  

手紙－nOm集める－paSSqimpfvjir－3sg．m．prs  

「手紙が集められつつある。」  

「変える0痛iトuu）」は完結相は可能だが、非完結相はほとんど不可能で  

ある。しかし「少しずつ（SuutaSuu叫」などの漸次的表現がつけばおそら  

く可能なのであろう。どちらにしても完結相の方が使われやすい。過去の  

場合も同様である。「集める（Wdit也qa♭uu）」に比べて、行為性が弱く、効  

果性が強いという判断をインフォーマントがして、非完結相の許容度が下  

がったものと思われる。したがってこのタイプの継続相の動詞の複合時制  

の完結相は可能であるが、非完結相は許容度を上げるために漸次的表現を  

要求すると思われる。   

（24）a．Inni yaada isaa  JuJlr－a  

彼－nOIn考え一紙C3sg．m．匹SS変える－3sg．m．prs  

「彼は彼の考えを変える。」  

b．？lnni yaada isaa  Ju）1r－aa  jir－a  

彼－nOm考え－aCC3sg．m．poss変える－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼は彼の考えを変えつつある。」  

C．In血 yaada is姐   JtUlトee Jlトa  

彼－nOm考え一aCC3sg．m．poss変える－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼は彼の考えを変えてしまっている。」  

d．？In血 y狙血 isaa  Julト姐  tuトe  

彼－nOm考え－aCC3sg．m．poss変える－impfvtur－3sg．m．pst  

「彼は彼の考えを変えつつあった。」  

以上より継続相の動詞は、非完結相、完結相の使われ方に関して、当初  

の単純な予測に反して、複雑な様相を呈していた。まとめると、後状況に   
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結果性や効果性のない継続相は非完結相が可能で、完結相は不可能であ  

る。一方後状況に結果性や効果性のある継続相は非完結相同様完結相も可  

能となる。ただしその場合でも非完結相の方が使われやすい。しかし結果  

牲や効果性にさらに漸次性が加わると、今度は完結相の方が可能となり、  

非完結相は漸次的表現の副詞を要求する。また行為性は明示的に影響して  

いない。しかし程度差と‡まいえ、行為性が強い動詞ほど非完結相の許容度  

が高い。   

瞬間相   

＃Ⅴ（mh）＃（左右閉瞬間相）  

「会う（qunm－uu）」  

「会う（qunnam－uu）」の非完結相は一般に不可能だが、「何回も（yer00  

heddu）」のような多回性を表す表現が共起すると可能となる。一方完結相  

は可能である。したがってこのタイプの瞬間相の動詞の複合時制は、完結  

相が可能であるのに対して、非完結相は一般に多回性の意味で使われる。   

（25）a．Inmi 1払addassa karagubba－ttiqunnam－a  

彼－nOmタータッサーaCC大通り－10¢ 会う－3sg皿prS  

「彼はターグッサに大通りで会う。」  

b．＊Ⅰmi Tbaddassa karagubba－tdqumnam，aaJlr－a  

彼－nOmターダッサーaCC大通り－loc 会う－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼はタータッサに大通りで会っている最中である。」  

C．Imi Thaddassa kaJagubba－tdqunnam－eeJlr・a  

彼－nOmタータッサーaCC大通り－1∝ 会う－pfv jir－3sg．m．prs  

「私はタータッサに大通りで会ってしまっている。」   

＃Ⅴ（min（8Ct桝（左右閉行為性瞬間相）   

「訪れる（血ⅣWaCh－uu）」「打つ（仙a’－uu）」   

「訪れる（dawwach－uu）」の非完結相は、「訪れた」後、表示状況におい  

て「今もそこにいる」ことが含意され、一方完結相は「訪れる」という  

行為の後、「今はもうそこにはいない」ことが含意される。どこの段階で  

「訪れる」という活動が終了するのであろうか。少なくともインフォーマ  

ントはこの動詞を瞬間動詞というより継続動詞として解釈しているようで   
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ある。また非完結相が多回性を示しにくいのは、一回の活動に時間がかか  

るからと思われる。しかしこのような例はむしろ例外的である。   

（26）a．Ⅰmi mana Thddassa－a dawwat－a  

彼－00m家－a∝タータッサーgen訪れる－3sg皿prS  

「彼はターダッサの家を訪れる。」  

bIm山 肌¶迫dd鮎Sa－a 血wwat一弘Jlトa  

彼－nOm象accタータッサーgen訪れる－impfvjir－3sg．m．prs  

「私はタータッサの家を訪れている。」  

C．Ⅰmi mana Thaddassa－a dawwat－eeJlr－a  

彼一皿抑l家taccタータッサーgen訪れる－p鉦jiト3sg．m．prs  

「彼はタ一夕ッサの家を訪れ終わっている。」   

「打つ（曲a，－Uu）」の場合には、非完結榔ま一般に不可能だが、多回性を  

表す表現「何回も（yeroohddu）」があると使うことが可能となる。一方完  

結相は可能である。したがってこのタイプの瞬間相の動詞の複合時制は完  

結相が可能で、非完結相は一般に多回性の意味で使われる。   

（2刀 a．In血 isii  tontonmo－dhaaれdha’－a  

彼－nOm彼女－aCCげんこつ一instr 殴る－3sg．m．prs  

「彼は彼女をげんこつで殴る。」  

b．＊Ⅰmiisii  tontonmo－dh2Landha’－aa JlrLa  

彼一nOm彼女－a∝げんこつ一insけ 殴る－i叫坤jiト3sg．m．prs  

「彼は彼女をげんこつで殴っている。」  

C．Ⅰmi isii yerooheddutontonmo－dh姐ndha’一aa Jlr－a  

彼－nOm彼女－aCC何回も  げんこつ－instr 殴る－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼は彼女を何回もげんこつで殴っている。」  

d．Ⅰmi isii tontonmo－dhaandha’－eCJlr－a  

彼－nOm彼女－aCCげんこつ－instr 殴る一pfvjir・現在  

「彼は彼女をげんこつで殴ってしまっている。」   
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＃Ⅴ（min（act））触∬（左右閉行為性効果性瞬間相）  

「破る（也rs狙S一叫）」「落とす（紗uu）J  

「破る（也円弧S－uⅥ）」は非完結相および完結相とも可能だが、非完結相の  

場合多回性の方が使いやすい。一方「紙が破ってある」のような表現はオ  

ロモ書引こはない。r紙」を主題にする場合にlよ受動態になり、その場合  

非完結榔ま不可能で完結相は可能である。非完結相では「動作主が破って  

いる」という行為の方に話題の中心があるのに対して、受動態では「破っ  

た対象である紙」が主題であるからである。   

（28）a．In血 wamqaani 也rs狙S－a  

彼－nOm紙一誠C fbcus破る－3sg．m．p柑  

「彼は紙を破る。」  

b．Imi wamqaatarsaas－aaJlrLa  

彼－nOm紙－aCC 破る－impfvjiTL3sg．m．prs  

「彼は紙を破りつつある。」  

C．In血 wamqaa払柑狙S－ぱJlトa  

彼－mm紙－a∝ 破る－p餌jiト3sg．m．騨S  

「彼は紙を破ってしまっている。」  

d．In血 wamq迫yerOOhedduu伽S狙S－狙 t∬－e  

彼－nOm手紙一誠C何度も   破る－im〆Vtuト3sg．m．pst  

「彼は紙を何度も破っていた。」  

e．＊恥mq狙－n伽S泌S一肌l一迫Jlr・a  

紙－nOm 破る－paSS－impfvjir・3sg・m・PrS  

「紙が破られつつある。」  

仁恥mq鮎トnt∬SaaS－むTl－eeJlトa  

紙－nOm 破る－paSS－Pfvjir－3sg．m．prs  

「紙は破られてしまっている。」   

同様に「落とす（gat－uu）」は非完結相では「何回も（yemohdd可」のよ  

うな多回性を表す表現と共起した場合に可能となる。一方完結相は可能   
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である。したがってこのタイプの瞬間相の動詞の複合時制は完結相が可能  

で、非完結相は一般に多回性の意味で使われる。   

（29）a．Ⅰmi skriptoomi gat－a  

彼－nOmペンーaCCfbcus落とす－3sg．m．prs  

「彼はペンを落とす。」  

b．＊Ⅰmi skriptoo gat－aa  jir－a  

彼－nOmペンーaCC落とす－impfvjil13sg．m．prs  

「彼はペンを落としている途中である。」  

C．Ⅰmi skriptcK）gat－ee jir－a  

彼－nOmペンーaCC落とす－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼はペンを落とし終わっている。」   

＃Ⅴ（mh）●r鰯（左閉右開結果性瞬間相）  

「混じる（W山itdmak－uu）」「始まる0山qめ肌l－uu）」   

「混じる（W山地mak－uu）」の非完結相は使われにくい。「少しずつ」の  

ような漸次的表現があれば可能なようだが、無標な状態では不可能であ  

る。一方完結相は可能である。   

（30）a．Cuunfha－n  Walittimak－a  

ミックスジュースーmm混じる－3sg．m．prs  

「ミックスジュースが混じる。」  

b．＊CuunEha－n  Wali仇imak－aajir－a  

ミックスジュースーnOm混じる－impfvjir－3sg．m．prs  

「ミックスジュースが混じっている。」  

C．Cuunfaa－n  SuutaSuutaWalittimak－aajiトa  

ミックスジュースーnOmゆっくり 混じる－impfvjir－3sg．m．prs  

「ミックスジュースがゆっくり混じっている。」  

d．Cuunfha－n  Wali仇imak－eejir－a  

ミックスジュースーnOm混じる－pfv jir－3sg．m．prs  

「ミックスジュースが混じってしまっている。」   
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一方「始まるOdq山刀瓜l－u可」は、非完結相では「今まさに始まろうとし  

ている」という意味、あるいは「何度も開催される」という多回性が含意  

されているなら可能となるけれども、一般に不可能である。一方完結相は  

無条件で可能である。過去の非完結相も多回性を表す表現があれば可能だ  

が、無榛では不可能である。したがってこのタイプの瞬間相の動詞の複合  

時制は完結相が可能で、非完結相は一般には不可能である。   

（31）a．GalmasinemaaAsalla－ttiwalgahii－njalqabam－a  

シアターホールアサラー1∝全線－mm始まる－3sg．m．prs  

「アサラのシアターホールで会議が始まる。」  

b．？GalmasinemaaAsalla一班 walgahii－njalqabam－aaJlrJa  

シアターホールアサラーl∝会議－nOm始まる－impfvjir－3sg．m．prs  

「アサラのシアターホールで会議が始まろうとしている。」  

C．Walgahii－nyerOOlammaafajalqabam－aaJlr－a  

会議－nOm 2回目  始まる－impfvjir－3sg．m．prs  

「会議は第2回目が始まっている。」  

d．GdmasinemaaAsalla－ttiwalgahii－njalqabam－eCJlr－a  

シアターホールアサラーl∝会議－nOm始まる－Pfv jir－3sg．m．prs  

「アサラのシアターホールで会議が始まっている。」  

e．Vhlgahii－nyerOOlammaafajalqabam－aa tur－e  

会議－nOm 2回目  始まる－impfvtur－3sg．m．pst  

「2回目の会議が始まっていた。」   

＃Ⅴ（min（act））＊res（左閉右開行為性結果性瞬間相）   

「借りる（ergi血ch－uu）」  

「借りる（ergiねcb－uu）」の非完結相は一般に不可能である。現在の非完  

結相の場合、インフォーマントによると「本を借りる」という手続きが長  

ければ可能らしい。また過去の非完結相の場合、例えば「彼女に無許可で  

本を借りている」というような状況ならば可能であるが、やはり一般に不  

可能である。一方完結相は可能である。したがってこのタイプの瞬間相の  

動詞の複合時制は完結相が可能で、非完結相は一般に不可能である。   
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（32）a．Ⅰmi isiirraa kita且bami ergifat－a  

彼－nOm彼女－abl本－aCCfocus借りる－3sg．m．prs  

「彼は彼女から本を借りるつもりだ。」  

b．＊Inmiisiirraa kitaabaergifht－aa Jlr－a  

彼－nOm彼女－abl本－aCC借りる－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼は彼女から本を借りつつある。」  

C．Inniisiirraa kitaabaergifht－eeJlr－a  

彼－nOm彼女－abl本－aCC借りる－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼は彼女から本を借りている。」  

d．hniisiirraa kit姐baergifat－aa tur－e  

彼－nOm彼女一abl本－aCC借りる－impfvtur－3sg．m，pSt  

「私は彼から許可なく本を借りている。」  

＃Ⅴ（min（8Ct））＊eぼ（左閉右開行為性効果性瞬間相）  

「送る、届ける（e唱－uu）」「折る（血chas－uU）」「拾う（bs－uu）」  

「送る、届ける（erg－uu）」は非完結相で漸次的表現と共起すれば可能か  

もしれないが、一般に不可能である。一方完結相は可能である。「手紙が  

送ってある」のような表現はオロモ静にはない。「手紙」を主嶺にする場  

合には、受動態となり、その場合は非完結相は不可能で完結相が可能とな  

る。非完結相が「動作主が送っている」という行為の方に話題の中心があ  

るのに対して、受動態では「送った対象である手紙」が主題であるからで  

ある。   

（33）a．Inmi xalaayaJapani－ttimi erg－a  

彼－00m手紙－a∝日本一1∝ぬcus送る－3sg．m．prs  

「彼は手紙を日本に送りつもりだ。」  

b．＊Ⅰmi xalaayaJapani－ttierg－aa jir・a  

彼一nOm手紙－aCC日本・10C送る－impfvjirL3sg．m．prs  

「彼iま手紙を日本に送りつつある。」   
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C．In血 xal狙yaJapa山一血e甘∝Jlトa  

彼－nOm手紙－aCC日本一1∝送る－pfvjiIし3sg．m．prs  

「彼は手紙を日本に送ってしまっている。」  

d．Xalaaya－nJapani－ttiergam－eeJlトa  

手紙一nOm日本－l∝送る－pfvjir－3sg．m．prs  

「手紙が日本に送られている。」   

また「折る（血chas－uu）」は非完結相で漸次的表現と共起すれば可能かも  

しれないが、基本的にIま不可能である。一方完結相は可能である。   

（34）a．Inni gaBLZetaadachas－a  

彼－mm新聞一紙C折る－3sg．m．prs  

「彼は新聞を折る。」  

b．＊Inni gauclaadachas－aa jiトa  

彼－nOm新聞－aa折る－impfvjir・3sg．m．prs  

「彼は新聞を折りつつある。」  

C．Inmi gaazetaadachas－eeJlr－a  

彼－nOm新聞－aCC折る－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼は新聞を折ってしまっている。」  

d．＊Ⅰmi gaBLZetaadachas－aa tur－e  

彼－nOm新開－aCC折る－impfvturL3sg．m．pst  

「彼は新聞を折りつつあった。」   

同様に「拾う（k弘一uu）」は漸次的表現と共起すれば可能かもしれないが、  

一般に不可能である。完結相は可能である。したがってこのタイプの瞬間  

相の動詞の複合時制は完結相が可能で、非完結相は一般に不可能である。   

（35）a．In血 w肌q姐山 k鮎－a  

彼一nOm紙－aCC fbcus拾う－3sg．m．prs  

「彼は紙を拾うつもりだ。」   
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b．＊Ⅰmi waJaqaakas－aa jirLa  

彼－nOm紙－aCC 拾う－impfvjir－3sg．m．prs  

「彼は紙を拾いつつある。」  

C．Inni waraqaakas－ee JlrLa  

彼－nOm統一aCC 拾う－pfvjir－3sg．m．prs  

「彼は紙を拾ってしまっている。」  

d．＊Inni wanqaakas－aa tur－e  

彼－nOm紙－aa 拾う－impfvtur－3sg．m．pst  

「彼は紙を拾いつつあった。」  

以上より瞬間相の動詞は、一般的に完結相が使われやすい。一方非完結  

相は、右が閉じている場合には多回性として解釈される。また右が開いて  

いる場合には一般に不可能である。   

‘ まとめ   

本稿はオロモ帯のテンス・アスペクト体系の解明のための出発点として  

複合時制のアスペクト的対立を取り上げた。複合時制のdeemaajira（非完  

結相）とdeemeejim（完結相）はごく一部の存在動詞を除いて、形態的に  

はすぺての動詞に首尾一貫して存在している。つまりこの複合動詞の本質  

は動作が完結しているか完結していないかというアスペクト的対立に基づ  

いているのである。このことを語彙アスペクト毎に逐一検証することで、  

その基盤が確固たるものであることを証明した。   

しかしその一方でその振る舞い方は一様ではなく、20の語彙アスペク  

ト毎に検討してみたところ、次のことが判明した。   

1．状態相の動詞はいずれも非完結相、完結相とも複合時制が使われない。   

2．状態継続相の動詞Iま非完結相が不可能であるのに対して、完結相は一  

部可能である。   

3．継続相の動詞は、後状況に何もないタイプは非完結相が可能なのに対  

して、完結相は不可能である。一方後状況に効果性や結果性などがあ  

るタイプは非完結相および完結相両方可能となるが、非完結相の方が   
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使われやすい。しかし後状況があるタイプのうち漸次性の特徴をもっ  

た動詞は完結相の方が使われやすくなり、逆に非完結相は漸次的表現  

の副詞を要求する。   

4．瞬間相の動詞は一般に完結相が可能である。一方非完結相は、右が閉  

じている動詞の場合には多回性として解釈されるけれども、右が開い  

ている場合には一般に非完結相は不可能である。  

形態的な違いに基づいてその意味を包括的に指し示しただけでは、言論  

が時間をどのように捉えているかは見えてこない。そこで本稿ではきめ細  

やかな語彙アスペクトの違いから出発した。その際援用した金子（1995）  

の静彙アスペクトの分類は今回取り扱った複合時制の記述にとって十二分  

のものであった。しかし本稿で取り扱った範囲は極めて限定的なものであ  

る。さらに調査を進めることで、オロモ帯のテンス・アスペクト体系の全  

貌が明らかになることが期待される。本稿をオロモ帝の時間表現の記述の  

出発点としたい。  
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CompoundTbmsesinOromo  

Hid町ubINIJI  

TheaimofthispaperistopointouttheaspeCtualopposidonofcompound  
tensesinOromo．   

First，Iwilldescribecompoundtenses．Compoundtensesareformedby  

meansofthemainverbwiththeauxiliaryverbjln‘exist’ortulY，‘was’．lnthis  

W町animperfbctiveaspeCtandaperftcdveaspeCtarefom）ed．Theimperfbc－  

tiveaspeCt（deemaajiT7ZhuTe（dbem－uu‘go’））caninvoIveadurativeincomplete  

activity，WhiletheperfbcdveaspeCt（decmecjirahre）caninvoIveabounded，  

COmpletiveevent．ThisaspeCtualopposition（PerfbctiveversusImperfective）  

playsamqorroleinthctense－aSpeCtSyStem．   

Second，Ⅰwi11discussmarkednessofcompoundtenses．Everyverbcanbe  

ClassifiedintosomelexicalaspeCtS（Oraktionarten），SuChasstative，Stative－  

durative，duradveandpunctual．AccordingtothislexicalaspeCtS（Oraktion－  

Sarten），itispossibletodeteminethemarkedmemberofthePerfbctive／lm－  

perfec也veoppositioninOromo．   

土nul¢po．cc．yama9uChi－u．aC．jp   


